
 

 
 
 
 

   

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  
 

 

  

 

 

 

 

№１７０ 

令和５年 

TEL 922-4035 FAX 922-4036 

（行政窓口  TEL 922-2461） 

人 口 14,088 世帯数 6,940  

（令和５年 4 月 1 日現在） 

５月号 

発行 大歳地域交流センター 

開館時間 8 時 30 分～17 時 15 分  
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【大歳地区５月の行事予定】 
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大歳のエトセトラ １１３ 

「お堂」や「お寮」から公会堂へ 
前号で述べたように、自治会名の多くは江戸時代以来の小名（字）を引き継いだものです。小名ごとに、かつ

ては年に何度も寄り合いを行い、飲食をともにし、また農作業の相互支援を行う、極めて密接なつきあいが行わ

れていました。ですから、そうした寄り合いのための集合場所が必要とされます。それが『お堂』とか「お寮」

と呼ばれた建物で、おそらく、屋根と板張りの床があるだけの簡素な「あずまや」が多かったと思われます。「お

堂」は民間信仰の対象であったお地蔵様やお大師様、大歳様などを祀った場所でもあり、お寮はお堂より一回り

小さい「庵」や若衆宿などに由来する建物を指していたようです。 

ところが、こうした建物の多くが姿を消す大事件が起こりました。それが天保期、⾧州藩改革で有名な村田清

風による『淫祠解除政策』の展開でした。天保 13(1842)年７月、清風は「淫祠談」を提出、９月には、これに基

づいて寺社奉行が「淫祠解除」を発令します。これは由緒のはっきりしない民間信仰に由来する建物や石物・石

像・石碑などを破却させるという乱暴な政策で、藩が承認する宗教以外の由来のはっきりしないものは排除する

のですから、庚申塚からお地蔵様まで撤去の対象とされました。 

村の寄り合いの多くは地蔵様のまつりとか水の神のまつりなど民間信仰と結びついていたのですから、こうし

た寄り合いも開きにくくなったことは言うまでもありません。清風ファンであった小郡の林勇蔵が熱心に淫祠解

除政策を実行したことは良く知られていますが、大歳地区でどの程度実行されたかはよくわかりません。しかし、

２万点を超す道端の石像や石碑などが破却された（実際は村人が撤去して隠しておいた？）、小名内の大半の祭

りや寄り合いは中止に追い込まれたと思われます。さらに一説に、9660 余の寺社・堂庵が破却されたと伝えられ

ますから、大半のお堂やお寮は解体の憂き目を見たことと思われます。天保期に始まり、大歳では朝田神社への 7

社合祠（＝6 社解体）まで続く寺社の解体・合併・廃棄によって、大歳にもたくさんの廃寺の伝承が残ることにな

りましたし、寺より小さく無住が多いお堂などはその確認さえ困難であったと思われます。 

しかし、お堂やお寮はその後、復活し、やがて公会堂という形で現在に伝わっていますが、伝わり方には大き

な変容の跡が見られます。かつてのお堂やお寮は好きな時に誰でも勝手に使える場でした。だから、こどもにと

って、お堂に行けば誰かが待っている最良の遊びの場でした。しかし、建物は立派になったが、カギのかかった

場所、許可されたものが使う場所となった公会堂では、大人の認可なしに子どもが勝手に遊べない場所になりま

した。しかも入会するのに何万もの金がいるという不可解さが残ったままです。もう一度、お堂やお寮時代の使

い方を検討する時が来ているのではないでしょうか。  （大歳史談会、文責 武波義明） 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

今は平地だが、お寮はここまであった 

 
お寮の跡は小さなお堂に（馬庭） 

 


